
No.1141 2015年4月号

「宿毛市橋上町還住藪地域森林整備推進協定」締結後
（左から、藤村四万十森林管理署長、赤松高知県森林整備公社理事長、
江口宿毛市森林組合理事長、黒田宿毛市産業振興課長）

　四万十森林管理署管内で３月、４月に次々と共同施業団地

が誕生しました。� 【詳細は２頁】
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三
月
一
九
日
と
四
月
一
三
日

に
、
当
署
に
お
い
て
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
て
森
林
整
備

を
推
進
す
る
「
森
林
整
備
推
進

協
定
締
結
式
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

三
月
一
九
日
に
は
、
「
興お

き

つ津

地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
、

高
知
県
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
知
県
林
業
振

興
・
環
境
部
長
の

代
理
で
、
春
山
副

部
長
が
来
署
し
、

協
定
式
を
行
い
ま

し
た
。
同
副
部
長

に
よ
る
と
「
高
知

県
と
森
林
管
理
署

が
二
者
の
み
で
協

定
を
締
結
す
る
の

は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
、
県
の
木

材
増
産
計
画
に
対
応
し
た
画
期

的
な
協
定
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
地
は
国
有
林
（
二
二
〇

ha
）
に
挟
ま
れ
た
県
行
造
林
地

（
一
六
八
ha
）
を
国
有
林
と
一

体
的
に
整
備
す
る
も
の
で
、
搬

出
路
が
な
か
っ
た
県
行
造
林
は

国
有
林
が
整
備

す
る
作
業
道
を

活

用

し
、

更

に
、
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
国

有
林
の
森
林
整

備
の
た
め
に
県

行
造
林
地
内
の

作
業
道
を
活
用

す

る

も

の

で

す
。
こ
の
よ
う

に
互
い
の
作
業

道
を
利
用
す
る

こ
と
は
、
両
者

に
と
っ
て
森
林
整
備
、
木
材
生

産
を
進
め
る
た
め
に
非
常
に
有

効
で
あ
り
、
今
後
、
民
国
が
連

携
し
た
事
業
体
の
現
地
検
討
会

の
場
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
一
三
日
に
は
、
「
宿す

く

毛も

市し

橋は
し

上か
み

町
ち
ょ
う

還
け
ん
じ
ゅ
う
や
ぶ

住
藪
地
域
森
林

整
備
推
進
協
定
」
で
、
宿
毛
市
、

高
知
県
森
林
整
備
公
社
、
宿
毛

市
森
林
組
合
、
四
万
十
森
林
管

理
署
の
四
者
に
よ
る
協
定
で

す
。

　

当
日
は
、
赤
松
高
知
県
森
林

整
備
公
社
理
事
長
、
江
口
宿

毛
市
森
林
組
合
理
事
長
、
黒
田

宿
毛
市
産
業
振
興
課
長
が
来

署
し
、
協
定
式
を
行
い
ま
し

た
。
赤
松
森
林
整
備
公
社
理
事

長
及
び
江
口
宿
毛
市
森
林
組
合

理
事
長
に
よ
る
と
「
こ
れ
ま
で

森
林
経
営
計
画
に
従
っ
た
間
伐

を
行
っ
て
も
そ
の
搬
出
が
大
変

だ
っ
た
が
、
国
有
林
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
な
搬
出

が
可
能
と
な
る
」
「
民
国
が
連

携
し
た
区
域
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
木
材
生
産
の
可
能
性

が
大
き
く
広
が
る
」
と
本
協
定

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

藤
村
四
万
十
森
林
管
理
署
（
左
側
）

春
山
林
業
振
興
・
環
境
副
部
長
（
右
側
）

興
津
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
位
置
図

民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結

～
三
月
、
四
月
に
次
々
と
共
同
施
業
団
地
誕
生
～

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉
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し
た
。

　

現
地
は
国
有
林
（
五
四
ha
）

と
民
有
林
（
一
七
八
ha
）
を
ひ

と
つ
の
大
き
な
区
域
と
し
て
、

当
署
が
整
備
す
る
作
業
道
を
活

用
し
効
率
的
な
木
材
生
産
を
行

う
も
の
で
す
。
将
来
的
に
は
、

本
協
定
区
域
に
隣
接
す
る
民
有

林
や
官
行
造
林
な
ど
を
加
え
る

こ
と
も
検
討
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

平
成
二
六
年
度
治
山
・
林
道
工
事

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
表
彰
式〈

総
務
課
〉

　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
者
（
平
成
二
五
年
度
に

施
工
し
た
工
事
）
の
表
彰
式
が

三
月
二
〇
日
、
四
国
森
林
管
理

局
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
四
国
森
林
管
理
局
長
表
彰

【
治
山
工
事
部
門
】

◆
（
有
）
上か

み
に
し西

組

　

代
表
取
締
役　

上
西　

虎
夫

◆
（
株
）
山や

ま
ぜ
ん全

　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正ま
さ
は
る治

◆
一い

ち
わ
か若

建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役　

中
畑　

健け
ん
す
け右

［
現
場
代
理
人
・
主
任
（
監
理
）

技
術
者
］

◆
（
有
）
上
西
組

采う
ね
も
と本　

洋
二

南　
　

寅の
ぶ
ひ
さ久

［
監
督
職
員
］

◆
徳
島
森
林
管
理
署

　

治
山
技
術
官　

浜
田　

淳あ
つ

史し

【
林
道
工
事
部
門
】

◇
協
業
組
合
テ
ス
ク

代
表
理
事　

池
本　

成せ
い

志し

◇�

井
原
・
十
和
経
常
建
設
共
同

企
業
体代

表
者　

井
原　

貴た
か
ひ
と仁

「宿毛市橋上町環住藪地域森林整備推進協
定」位置図

　

両
森
林
共
同
施
業
団
地
は
、

こ
れ
ま
で
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
計

画
的
な
森
林
整
備
の
実
行
が

難
し
か
っ
た
箇
所
で
あ
り
、
今

回
、
民
有
林
が
国
有
林
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
な

木
材
生
産
が
可
能
と
な
る
も
の

で
、
国
有
林
が
地
域
の
林
業
振

興
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

［
現
場
代
理
人
・
主
任
（
監
理
）

技
術
者
］

◇
協
業
組
合
テ
ス
ク

安あ

き喜　

貴
司　
　

◇
生
田
組

藤
本　

隆
史　
　

［
監
督
職
員
］

◇
愛
媛
森
林
管
理
署

　

森
林
整
備
官
（
土
木
）

本
山　

翔
し
ょ
う

也や　
　

◇
四
万
十
森
林
管
理
署

　

主
任
森
林
整
備
官
（
土
木
）

岡
本　

英
典　
　

　

ま
た
、
次
の
方
々
が
二
月

二
三
日
に
、
林
野
庁
に
お
い
て
、

表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
林
野
庁
長
官
表
彰

【
治
山
工
事
部
門
】

◆
（
有
）
上
西
組
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入
　
庁
　
式

〈
総
務
課
〉

　

四
月
一
日
、
平
成
二
七
年
度

新
規
採
用
者
四
名
の
入
庁
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
局
長
よ
り
辞
令
が
手
渡

さ
れ
、
入
庁
者
を
代
表
し
て
、

石
井
靖
子
さ
ん
（
総
務
課
）
が

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、
新
社
会
人
と

な
っ
た
四
名
に
、
『
今
日
か
ら

晴
れ
て
四
国
森
林
管
理
局
の
一

員
と
し
て
皆
さ
ん
を
迎
え
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
社
会
人
で
あ
る

と
と
も
に
公
務
員
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
国
民
の
皆

様
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
国
民
の
皆
様
に

奉
仕
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
気

の
進
ま
な
い
職
務
に
つ
い
て
も

行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
今
回
、
四
国
局
勤
務

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
有
林

は
、
日
本
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
し
て
い
る
た
め
、
将
来
は
四

国
以
外
で
の
勤
務
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
公
務
員
は
国
民
か
ら

常
に
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

酒
を
飲
ん
で
羽
目
を
外
し
た
り

交
通
事
故
を
お
こ
し
た
り
す
る

と
、
他
の
一
般
企
業
よ
り
も
非

常
に
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
ま
す

橋ヶ谷林業専用道新設工事（明
許）【㈱生田組】

祖谷川地区樫尾（対岸）地すべ
り防止工事（明許）【㈲上西組】

三森（山出）林業専用道新設外
１工事【協業組合　テスク】

　

代
表
取
締
役　

上
西　

虎
夫

【
林
道
工
事
部
門
】

◇
協
業
組
合
テ
ス
ク

　

代
表
理
事　

池
本　

成
志

局長表彰受賞者の皆様（中央の浅川局長を囲んで）

◇
生い

く

田た

組

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　

生
田　

政ま
さ

嗣し
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の
で
、
職
務
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
も
注

意
し
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
職

務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
特
に
注
意
し
て
下
さ

い
。

　

最
後
に
、
国
有
林
は
、
他
の

公
務
員
と
違
い
山
と
い
う
現
場

を
持
っ
て
い
ま
す
、
常
に
先
輩

職
員
に
付
い
て
い
き
、
指
示
待

ち
で
は
な
く
、
積
極
的
に
現
場

へ
行
き
勉
強
を
し
て
下
さ
い
。
』

と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

 

お
別
れ
遠
足
で
森
林
・
木
工
教
室
を
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

　

三
月
六
日
、
高
知
県
立
県
民

体
育
館
に
お
い
て
、
高
知
市

立
朝
倉
保
育
園
か
ら
「
親
子
遠

足
で
、
何
か
卒
園
の
記
念
に
な

る
よ
う
な
物
を
作
製
し
た
い
。
」

と
の
依
頼
を
受
け
て
森
林
・
木

工
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
森
林
の
大
切
さ
を
少

し
で
も
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
、
「
森
」
と
い
う
動
物
が
た

く
さ
ん
登
場
す
る
紙
芝
居
を
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
小
学
生
に
な
っ
て

使
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
「
フ
ク

ロ
ウ
の
エ
ン
ピ
ツ
立
て
」
を
作

製
し
ま
し
た
。
さ
す
が
は
、
も

う
す
ぐ
小
学
生
に
な
る
と
あ
っ

て
、
集
中
し
て
丁
寧
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
な
か
な
か
、

親
の
出
番
は
な
か
っ
た
様
で

す
。
皆
が
時
間
内
に
き
ち
ん
と

完
成
さ
せ
、
ご
褒
美
の
カ
エ
ル

の
エ
ン
ピ
ツ
を
も
ら
っ
て
、
早

速
、
自
分
の
作
品
に
立
て
て
満

足
そ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
珍
し
い
け
ん
玉
の

「
む
し
け
ん
」
を
使
っ
て
親
子

で
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
う
ま
く
い
っ
た
子
ど
も
は
、

「
ケ
ロ
ケ
ロ
カ
エ
ル
」
か
「
ジ
ー

ジ
ー
ゼ
ミ
」
の
ど
ち
ら
か
を
も

ら
い
、
な
ぜ
、
音
が
鳴
る
の
か

不
思
議
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
方

に
は
「
カ
エ
ル
の
楊
枝
立
て
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
九
〇
分
程
度
で
し
た

が
、
園
児
の
思
い
出
づ
く
り
に

参
加
で
き
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
喜

ん
で
も
ら
え
て
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
入
学
す
る
学
校

は
違
っ
て
も
、
「
フ
ク
ロ
ウ
の

エ
ン
ピ
ツ
立
て
」
を
見
て
、
一

人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達
が
作

品
同
様
に
、
今
日
の
思
い
出
を

大
切
に
残
し
て
く
れ
た
ら
と
願

い
ま
す
。

前列右側から

　松林玄悟さん（四万十署）　横尾憲祐さん（愛媛署）

　浅川京子局長　石井靖子さん（総務課）

　江嶋健人さん（安芸署）
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四
月
四
日
、
高
知
市
潮
江
地

区
に
あ
る
わ
ん
ぱ
ー
く
こ
う
ち

西
広
場
で
「
第
五
回
潮
江
こ
ど

も
祭
り
＆
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
主
と
し
て
潮

江
地
区
の
子
供
達
を
対
象
に
、

親
子
で
遊
び
を
通
し
て
学
び
ま

た
防
災
知
識
を
身
に
付
け
よ
う

と
い
う
主
旨
で
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
祭
り
へ
の
参
加

は
、
発
足
当
時
祭
り
の

事
務
局
長
を
し
て
い
た

Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
も
の
で
、
第
一

回
目
か
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
今
に
も
雨

が
降
り
出
し
そ
う
な
天

 

「
第
五
回
潮
江
こ
ど
も
祭
り
＆

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加

〈
技
術
普
及
課
〉

ク
イ
ズ
に
挑
戦
す
る
父
親

ユ
ニ
ー
ク
け
ん
玉
競
争

（
文
字
け
ん
玉
）
楽
し
そ
う

「
森
」
の
紙
芝
居
の
様
子

作
品
完
成
、

大
変
よ
く
で
き
ま
し
た

候
で
、
救
い
は
満
開
の
桜
の
花

で
し
た
が
、
案
の
定
、
客
足
は

ま
ば
ら
で
午
前
中
は
、
子
供
達

が
一
〇
名
足
ら
ず
で
し
た
。

　

昼
過
ぎ
に
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
正
岡
さ
ん
の
巧
み
な

話
術
で
、
「
ユ
ニ
ー
ク
け
ん
玉

大
会
（
文
字
け
ん
玉
）
」
（
約

二
〇
名
の
親
子
参
加
）
を
開
催

し
た
後
は
、
当
局
の
ブ
ー
ス
に
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親
子
連
れ
が
続
々
と
訪
れ
、
人

気
の
手
作
り
木
製
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
後
、
ジ
ー
ジ
ー

ゼ
ミ
や
ケ
ロ
ケ
ロ
カ
エ
ル
を

作
っ
た
り
、
ゴ
ム
鉄
砲
で
遊
ん

だ
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
父
兄
に
は
、
子
供
達

が
ゲ
ー
ム
等
で
遊
ん
で
い
る

間
、
木
の
名
前
当
ク
イ
ズ
を
行

い
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
カ
エ

ル
の
鉛
筆
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

り
、
全
体
的
に
は
約
百
名
近
く

の
親
子
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
踊
り
に
参
加
し

　

去
る
三
月
三
一
日
に
、
高
知

県
馬う

ま

路じ

村
の
朝あ

さ

日ひ

出で

山や
ま

国
有
林

で
、
朝
日
出
山
大
杉
周
辺
施
設

完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
日
出
山
大
杉
は
馬
路
村
指
定

の
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
で
、

昭
和
六
二
年
に
指
定
さ
れ
、
馬う

ま

路じ

村
に
よ
り
管
理
・
保
存
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
杉
に
は
以
下
の
謂
わ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
四
〇
〇
年
以
上
前
の

一
五
七
五
年
に
、
長

ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

元も
と

親ち
か

の
命
に
よ
り
、
安や

す

田だ

城
じ
ょ
う

主し
ゅ

安や
す

田だ

三み

河か
わ

守の
か
み（

現
安
田
町
に
所

在
）
が
馬
路
城
（
現
馬
路
村
に

所
在
）
を
攻
め
た
が
、
馬
路

軍
の
奮
闘
に
よ
り
敗
戦
し
た
。

怒
っ
た
安
田
三
河
守
は
杉
千
代

を
質
女
（
世
話
役
）
と
し
て
馬

路
城
主
の
も
と
に
送
り
、
和
を

講
じ
た
。
馬
路
城
主
は
杉
千
代

に
全
幅
の
信
頼
を
よ
せ
て
い
た

が
、
三
年
の
月
日
が
流
れ
た
あ

る
晩
、
杉
千
代
に
寝
込
み
を
襲

わ
れ
殺
さ
れ
た
。
安
田
三
河
守

は
、
さ
ら
に
馬
路
城
を
攻
め
立

て
、
馬
路
方
は
つ
い
に
馬
路
城

を
捨
て
朝
日
出
山
に
逃
げ
、
馬

路
城
主
の
子
と
そ
の
乳
母
は
大

杉
の
も
と
で
討
ち
死
に
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
長
男
は
、
山
を

下
っ
た
北
川
村
の
西
谷
（
現
西

谷
山
国
有
林
）
で
殺
さ
れ
た
。

朝
日
出
山
大
杉

（
樹
齢
：
推
定
八
〇
〇
年
、
樹
高
：
三
四
．
〇
ｍ
、
胸
高
周
囲
：
一
〇
．
四
〇
ｍ
）

て
い
た
子
供
達
に
も
ジ
ー
ジ
ー

セ
ミ
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
思

わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

子
供
達
は
ジ
ー
ジ
ー
セ
ミ
を
鳴

ら
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
帰
っ

て
行
き
ま
し
た
。

　

防
災
の
一
環
で
あ
る
「
山
火

事
予
防
」
で
は
、
二
枚
の
パ
ネ

ル
と
二
種
類
の
カ
ー
ド
を
用
意

し
普
及
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
場
内
放
送
で
緑
の

普
及
係
長
が
局
の
ブ
ー
ス
を

紹
介
す
る
な
ど
、
四
国
森
林
管

理
局
の
存
在
Ｐ
Ｒ
と
木
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
び
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
木
の

良
さ
」
を
Ｐ
Ｒ
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

文
字
け
ん
玉
（
あ
し
、
ぬ
し
、
め
し
、

し
る
等
数
種
類
あ
り
ま
す
）

朝あ
さ

日ひ

出で

山や
ま

大お
お

杉す
ぎ

周
辺

　
　
　

施
設
完
成
式
典

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉
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こ
う
し
た
謂
わ
れ
が
残
る

中
、
現
在
、
北
川
村
の
西
谷
に

は
馬
路
さ
ま
（
馬
路
中
王
神
社
）

と
呼
ば
れ
る
祠

ほ
こ
ら

が
地
元
北
川
村

の
宗そ

う

ノの

上う
え

地
区
の
人
に
よ
り
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝

日
出
山
の
大
杉
の
も
と
に
も
馬

路
城
主
の
子
を
ま
つ
っ
た
祠

（
若わ

か

杉す
ぎ

山
の
神
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
謂
わ

れ
を
持
つ
朝
日
出
山
大
杉
で
、

新
し
い
祠
の
設
置
、
歩
道
の
新

設
、
さ
ら
に
は
上
記
の
歴
史
を

記
し
た
看
板
の
設
置
を
、
馬
路

村
と
当
署
が
協
力
し
て
行
い
ま

し
た
。
（
歩
道
の
新
設
を
当
署

の
馬
路
森
林
事
務
所
が
実
施
）

　

そ
の
完
成
を
祝
う
今
回
の
式

典
は
、
馬
路
村
村
長
は
じ
め
馬

路
村
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
馬

路
さ
ま
が
隣
の
北
川
村
宗
ノ
上

地
区
の
人
々
に
よ
り
、
四
〇
〇

年
以
上
の
長
き
に
亘
っ
て
ま
つ

ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
北
川

村
宗
ノ
上
地
区
の
人
々
を
は
じ

め
北
川
村
副
村
長
、
議
会
議
長

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
出
山
国
有
林
に
は
、
こ

の
大
杉
の
ほ
か
に
、
森
林
鉄
道

の
遺
構
も
あ
り
、
地
元
保
存
会

の
方
々
に
よ
り
、
大
杉
と
つ
な

げ
た
フ
ッ
ト
パ
ス
と
し
て
整
備

で
き
な
い
か
、
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
署
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
地
元
の
自
然

体
験
型
の
観
光
資
源
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

も
協
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

業
務
管
理
官

木き　

村む
ら　

　
　

穣
ゆ
ず
る

○
昭
和
六
〇
年
四
月

　

林
野
庁
林
政
部
採
用

○
平
成
二
五
年
四
月

　

文
部
科
学
省
研
究
開
発
局
海
洋

　
　

地
球
課
深
海
地
球
探
査
企
画
官

○
平
成
二
七
年
四
月　
　

現
職

計
画
保
全
部
長

森も
り　

谷や　

克か
つ　

彦ひ
こ

○
昭
和
六
三
年
四
月　

　

林
野
庁
管
理
部
採
用

○
平
成
二
五
年
四
月

　

林
野
庁
林
政
部
経
営
課

　
　

特
用
林
産
対
策
室
長

○
平
成
二
七
年
四
月　
　

現
職

愛
媛
森
林
管
理
署
長

川か
わ　

畑ば
た　

充み
つ　

郎ろ
う

○
昭
和
五
九
年
四
月

　

林
野
庁
経
営
部
採
用

○
平
成
二
五
年
一
月

　

九
州
森
林
管
理
局

　
　

宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
長

○
平
成
二
七
年
四
月　
　

現
職

嶺
北
森
林
管
理
署
長

川か
わ

久く

ぼ保　

康や
す　

史ふ
み

○
昭
和
五
一
年
四
月

 
 

高
知
営
林
局
採
用

○
平
成
二
五
年
一
〇
月

　

四
国
森
林
管
理
局

　
　

計
画
保
全
部
治
山
課
長

○
平
成
二
七
年
四
月　
　

現
職

香
川
森
林
管
理
事
務
所
長

池い
け　

本も
と　

育な
る　

利と
し

○
昭
和
五
四
年
四
月

　

高
知
営
林
局
採
用

○
平
成
二
五
年
四
月

　

四
国
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

○
平
成
二
七
年
四
月　
　

現
職

新 任 紹 介


